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 船舶事故調査報告書 

 

                               令和３年６月９日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  佐 藤 雄 二（部会長） 

                         委   員  田 村 兼 吉 

                         委   員  岡 本 満喜子 

 

事故種類 同乗者負傷 

発生日時 令和２年６月２８日 １０時１０分ごろ 

発生場所 宮崎県宮崎市青
あお

島東方沖 

 日向
ひゅうが

青島灯台から真方位０９０°１,８５０ｍ付近 

 （概位 北緯３１°４８.４′ 東経１３１°２９.９′） 

事故の概要 プレジャーボートAsura
ア シ ュ ラ

は、南進中、同乗者２人が波による船体動

揺で負傷した。 

事故調査の経過  令和２年７月２８日、本事故の調査を担当する主管調査官（門司事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

プレジャーボート Asura、４.２トン 

２９４－２５８４９宮崎、個人所有 

７.７５ｍ（Lr）×２.６５ｍ×１.８７ｍ、ＦＲＰ 

ガソリン機関（船外機）、２５７kＷ、令和元年７月 

 乗組員等に関する情報 船長 ５６歳 

一級小型船舶操縦士 

  免許登録日 平成３１年１月１８日 

  免許証交付日 平成３１年１月１８日 

         （令和６年１月１７日まで有効） 

同乗者Ａ ５０歳 

同乗者Ｂ ５２歳 

同乗者Ｃ ４７歳 

 死傷者等 重傷 １人（同乗者Ｂ）、軽傷 １人（同乗者Ａ） 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風 東南東、風速 約３m/s、視界 良好 

海象：波向 南、波高 約１.０ｍ 

 事故の経過 本船は、船長が１人で乗り込み、同乗者Ａ、同乗者Ｂ及び同乗者Ｃほ

か友人（以下「同乗者」という。）６人を乗せ、宮崎県日南
にちなん

市大島でバー

ベキューを行う目的で、令和２年６月２８日０９時４５分ごろ宮崎市宮

崎港のマリーナを出発した。 

本船は、船長が舵輪の前で立った姿勢で操船し、同乗者Ａが船首部
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右舷側に、同乗者Ｂが船首部中央に、同乗者Ｃが船首部左舷側にそれ

ぞれ両足を舷外に出し、両手で船首部の手すりを握って座った姿勢

で、その他の同乗者が操縦席周辺のソファーに座った姿勢で、船首方

から波高約１.０ｍの波を受けながら、機関回転数毎分（rpm）約３,

５００、約１６ノット（kn）の速力（対地速力、以下同じ。）で南進

した。 

船長は、青島北北東沖を南進中、約１.５ｍの波が発生して船首方

から打ち寄せて来たものの、過去にも同様な波を乗り切った経験があ

ったので、同じ進路及び速力で航行し、波に乗ったタイミングで速力

を約５kn に落とし、船首部の同乗者３人が腰掛けた姿勢のまま波を乗

り切り、その後再び速力を約１６kn に戻して航行を続けた。 

本船は、青島東方沖を南進中、船長が、船首方約４０ｍに再び約

１.７～２.０ｍの波を認めたものの、先ほどの波と同様に乗り切れる

と思い、同乗者に対して注意喚起を行うこともなく同様に航行したと

ころ、船首部が大きく上下に動揺し、１０時１０分ごろ船首部にいた

同乗者３人が宙に浮き上がって落下し、臀
でん

部を甲板に打ち付け、同乗

者Ａ及び同乗者Ｂが腰部を負傷した。 

同乗者Ａ及び同乗者Ｂは、日南市油津
あぶらつ

港で下船して救急車で病院に

搬送され、同乗者Ｂが３４日間の入院を要する腰椎破裂骨折、椎
つい

弓
きゅう

骨折等と、同乗者Ａが応急手当を受けて帰宅後に宮崎市内の病院で受

診し、５日の外来治療を要する腰椎圧迫骨折等と診断された。 

（付図１ 事故発生経過概略図、写真１ 本船の状況、写真２ 船首

部の同乗者３人の配置状況（再現） 参照） 

 その他の事項 

 

船長は、本事故後、船首部に同乗者を乗船させなければ、また、大き

な波が来た際には、同乗者に対して注意喚起を行うとともに、事前に減

速して波を乗り切れば良かったと思った。 

同乗者Ａは、本事故直前に大きな波が来るのに気付き、危険を感じて

手すりを強く握って身構えた。 

同乗者Ｂは、本事故時、船首方すぐ近くを見ていて大きな波が来るの

に気付かなかった。 

同乗者Ｃは、本事故直前に大きな波が来るのに気付き、危険を感じて

手すりを強く握って押すようにして身構えた。 

気象庁のウェブサイトによれば、波の高さについて、同じような波

の状態が続くとき、１００波に１波の確率で有義波高の１.５倍、１,

０００波に１波の確率で２倍近い高波が出現する。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

あり 

 本船は、船首部に同乗者３人を乗せ、船首方から波高約１.０ｍの
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波を受けながら青島東方沖を約１６kn の速力で南進中、波高約１.７

～２.０ｍの波が発生して船首方から打ち寄せて来た際、船長が同じ

速力で航行を続けたことから、波に乗ったタイミングで速力を約５kn

に落としたものの、船首が大きく上下に動揺し、船首部にいた同乗者

が宙に浮き上がって落下し、臀部を甲板に打ち付け、同乗者Ａ及び同

乗者Ｂが負傷したものと推定される。 

原因  本事故は、本船が、船首部に同乗者３人を乗せ、船首方から波高約

１.０ｍの波を受けながら青島東方沖を約１６kn の速力で南進中、波

高約１.７～２.０ｍの波が発生して船首方から打ち寄せて来た際、船

長が同じ速力で航行を続けたため、船首が大きく上下に動揺し、船首

部にいた同乗者３人が宙に浮き上がって落下し、臀部を甲板に打ち付

け、同乗者Ａ及び同乗者Ｂが負傷したものと推定される。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船長は、１００波に１波の確率で有義波高の１.５倍、１,０００

に１波の確率で有義波高の２倍近い高波が出現することがあるの

で、人を乗船させる際には、上下動の激しい船首部を避け、船体

後部等の安全な場所に乗船させること。 

・船長は、大きな波を認めた際には、同乗者に対して手すり等につ

かまって体を保持するなどの注意喚起を行うとともに、事前に十

分に減速して波を乗り切ること。 
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付図１ 事故発生経過概略図 
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写真１ 本船の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ 船首部の同乗者３人の配置状況（再現） 
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